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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マクロファージの産生、分化、および機能を制御するサイトカインであるコロニー刺激因子1の受容体です。この受容体は、このサイトカインの生物学的効果のほとんど、あるいはすべてを媒介します。リガンド結合は、オリゴマー化およびトランスリン酸化のプロセスを介して受容体キナーゼを活性化します。コードされるタンパク質はチロシンキナーゼ膜貫通受容体であり、チロシンタンパク質キナーゼのCSF1/PDGF受容体ファミリーのメンバーです。この遺伝子の変異は、骨髄悪性腫瘍の素因と関連付けられています。この遺伝子の最初のイントロンには、転写不活性なリボソームタンパク質L7によって逆方向に処理された偽遺伝子が含まれています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年12月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能：CSF1およびIL34のタンパク質チロシンキナーゼ膜貫通受容体。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンタンパク質キナーゼファミリー。CSF-1/PDGF受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：5つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット：INPPL1/SHIP2およびTHOC5と相互作用します。,組織特異性：骨髄および分化した血液単核細胞で発現します。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;エンドサイトーシス;造血細胞系譜;癌における経路;
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	293細胞ライセートをLPS 100 ng/mlで30分間処理し、M-CSF受容体（リン酸化Tyr809）抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	p-c-Fms（Y809）抗体を用いた293のウエスタンブロット解析。

